
木

上

と

片

岡

は

じ

め

に

い
わ
ゆ
る

「長
屋
王
家
木
簡
」
の
中
に
、
長
屋
王
家
の
経
済
的
基
盤
を
形
成

す
る

「御
日
」

「御
薗
」

（以
下
、
「御
田
」
等
と
ｒ
じ

の
名
が
数
多
く
見
え
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「御
田
」
等
が
も
つ
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
公
に
さ
れ
て
い
る
厨
）
多
様
な
諸
側
面
を
有
す
る
事
柄
で
あ
る

た
め
、
今
後
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
も
少
な
く
な
い
と
い
え
よ
ガ
に

そ
う
し
た
問
題
の
一
つ
に

「御
田
」
等
の
個
別
的
検
討
が
あ
ろ
う
。
個
々
の

「御
田
」
等
の
所
在
地
の
確
定
や
人
的
構
成
と
収
穫
物
の
収
取
形
態
、
い
い
か

え
れ
ば
邸
外
に
お
け
る

一
家
政
機
関
の
経
営
形
態
を
出
来
る
だ
け
明
か
に
し
、

そ
こ
か
ら
古
代
の
交
通
路
や
伝
領
関
係
、
収
奪
体
系
な
ど
を
解
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

小
論
で
は
、

「長
屋
王
家
木
簡
」

に
散
見
す
る
邸
外
の
家
政
機
関
に
属
す
る

木
上

（司
）
と
片
岡

（司
）
を
と
り
あ
げ
て
、
右
の
よ
う
な
課
題
の
一
端
の
解
明

を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
（以
下
、
地
名
を
論
じ
る
場
合
は

「木
上
」、
機

岩

関
を
指
す
時
は

「木
上
司
」
の
よ
う
に
記
す
）、

ご
叱
正
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

一　

木
簡
に
み
え
る
木
上
と
片
岡

ま
ず

「長
屋
王
家
木
簡
」
の
う
ち
、
木
上
と
片
岡
に
関
す
る
も
の
を
掲
げ
て

（３
）

お
く
。

１
　
・
ｏ
木
上
進
　
供
養
分
米
六
斗

・
ｏ
各
田
部
逆
　
七
月
十
四
日
秦
廣
嶋
甥
万
呂

　

　

　

ド
鴛
・鱗
占

Ξ
ド
弓
Ｗ
Ｆ

Ｃ
〓

１
１０
上
３

２
　

木

上

進

　

竹

百

六
根

付

口

回

十

二
月

十
回

回

□

〔四
日
ヵ
〕
（〕Ｏφ）
・ωＯ
・〇　〇ドΦ
　
〔［
］田
ドド

命
〓
１
１０
上
３
）

３
　

●
木
上
進
儒
米
四
斜
　
各
田
部
逆

・
　

十
二
月
十

一
日
忍
海
安
麻
呂

　

　

　

　

　

　

］
冨
・選
～

宮
Ｐ
弓
珂
Ｆ

全
〓

１
１０
上
４
）

本

次

貞焉

所
論
の
当
否
に
つ
い
て
、
諸
賢
の
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10

ｏ
城
上
進
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ

ｅ
・】
～

寓
Φ
弓
①
〓

公
三
十
６
上
し

・
木
上
司
進
採
交
四
斗
口
口
　
ｏ

・
　
十
二
月
十
日
忍
海
安
床
呂
ｏ
　
　
　
　
　
　
ド駕
。
（ドじ
馬

Ξ
ド
呵
呵
ビ

０
一五
十
６
下
１
）

木
上

進
　
焼
米
二
金

麺
支
比

右
三
種

稲
末
呂
＝

Ｈ
八
月
八
日
忍
海
安
万
呂

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

∞
ドｏ
。怒
ヽ

自
ド
弓
Ｗ
Ｅ

（
二
五
十
６
下
２
）

木上司等十
一月
日数進漸脚鄭彫甑
附冊触紗鞘ノ、一＝

＝
秦
廣
嶋

日
井
夕
十
七

十

一
月
汁

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∞
∞
卜
・８
も

自
ド
呵
∪
Ｅ

（
二
五
十
２８
下
２
）

木
上
御
馬
司
大
伴
鳥
九
月
常
食

請
申
　
一
日
分

一
升

汁
日
分
米
三
斗
　
　
　
　
岸ぶ
・誤
あ
自
騨
呵
ｏ
Ｆ

（二
五
十
３０
下
２
）

符
片
岡
司
等
　
春
日
□

十

一
月

四

日

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ｏ
じ

ｏｇ

馬

〓

Φ

呵

ｏ
Ｆ

公
〓
１
６
下
４
）

片
岡
進
上
蓬
葉
汁
枚
　
持
人
都
夫
良
女
　
　
ｏ

御
菌
作
人
功
事
急
々
受
給
　
一ハ
月
二
日
真
人
ｏ
］
∞
〇
・
］
伽
・
中
　
〇
ド
ド
　
お〕

（〕
ド
〕

Ｃ
〓

１
９
上
１
）

片
岡
進
上
青
六
斜
二
斗
東
在
　
　
　
ｏ

＋
占
雀
（
駄
六
匹

性
‥
軍
コ
跡
卸
癬
面
挙
争
人
。
　
　
　
ド
】
恙
ド
釦
８
〕
呵
田
Ｈ

全
〓

１
９
上
３

片
岡
進
上
交
菜
二
斗
　
奴
奈
波
五
把
右
二
種
ｏ

持
人
宿
奈
女
　
十
二
月
十
五
日
真
人
　
　
　
ｏ
や
⇔
ω
・中
０
・ω
Ｏ
ド
ド

弓
∪
ド
ド

全
ニ
１
９
上
３
）

片
岡
交
易
進
上

獅
朝
鰈
計
に
承
束

な
十
四
尺
東

革
対
欲
致
文
＝

＝
駄
二
匹
口
幽

四
月
十
二
日
　
道
守
真
人
　
　
　
　
　
（∞ωじ
・（∞０）
ふ
儲
ド
弓
①
Ｆ

公
〓
１
９
上
４
）

ｏ
片
岡
進
上
蓬
葉
針
枚

締
嶽
良
。

ｏ
女
　
一ハ
月
十
四
日
　
真
人

　

ｏ
　
　
　
　
　
〕
毬
・解
患

寓
μ
呵
田
庫

０
一
一
１
９
上
５
）

片
岡
進
上
青
□
□
□
持
人
口
口

□

月

十

二

日

□

回

□

□

　

　

　

　

　

　

　

∞
寓

。
（ド
じ

嵐

Ξ

＝

司

２

ド

〔道

守

真

人
Ｂ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
二

一
１

９
上

６
）

片
岡
進
上
青
三
斜
束
四
尺
東
転
げ
　
　
　
ｏ

一Ｗ
ｍ
連
　
十
月
十
四
日

音暦
蓼
絶
叫
甲
首
人
ｏ
　
　
やヽ

ヽ
∞
馬

ｏＦ

嗚
田
営

全
〓
１
９
下
１
）
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・７
　
・
片
岡
進
上
青
七
斜
七
斗
束
三
尺
東
駄
四
匹
　
ｏ

・
持
人
木
部
蠣
嶋

十
月
十

一
日
真
人

倭
万
呂
。

や
卜
『
・］
∞
・中
Ｏ
Ｐド
司
∩
ド
Ｗ

公
一五
十
６
上
３
）

・８
　
・
片
岡
進
青
三
餅
二
斗
鰊
五
欧
束

　
　
　
　
ｏ

・
丁
木
部
音
尼
岬
十
月
十
四
日

韻
息
τ
倭
万
呂
ｏ
　
畠
？
ド守
や
自
μ
司
田
Ｆ

（二
五
十
６
上
４
）

・９
　
片
岡
進
上
書
十
四
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（８
じ
・（μじ
誌
寓
ド
弓
田
Ｆ

（二
五
十
６
上
６
）

２０
　
．
片
岡
進
国
吉
七
斜
八
斗
束
二
尺
束
駄
四
匹

ｏ

・
社甲
ハ
回
万
呂
　
，十
三
日

．斧
麒
万
昌
」
　
　
。
　
∞駅
蔦
｝
］
自
Ｐ
弓
田
言

０
一五
十
２５
下
３
）

２‐
　
．
①
片
岡
進
上
酌
Ｆ
斗
五
升

酪
臥
良
女
。

・
ｏ
　
□
月
十
七
日
　
道
守
真
人
　
　
ｏ
　
　
　
］８
・麒
あ
Ξ
Ｐ
嗚
田
ビ

（二
五
十
３０
下
４
）

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
滅
ヾ
木

上
司
で
は
秦
広
嶋

・
忍
海
安
床
呂
、
片
岡
司
で
は
道
守
真
人
ら
の
責
任
者
が
居

て
、
彼
ら
は
告
朔
の
報
告
を
送

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
勤
務

日
数
に
よ
り
勤
務
評
定
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
に
各
部
署
間
で
の
人
事
異
動
も

あ

っ
て
、
秦
広
嶋

・
忍
海
安
麻
呂
は
米
飯
支
給
木
簡
の
出
納
責
任
者
と
し
て
現

れ
る
こ
と
も
多
く
、
邸
外
の
木
上
司
に
い
た
の
が
、
邸
内
生
展
り
、
中
枢
部
の

事
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
木
上
司
か
ら
の
進
上
物
は
竹
、
ア
ケ
ビ
、
ナ
ツ
メ
な
ど
の
疏
菜
樹
果
の

ほ
か
、
米
、
濡
米

ぞ

チ
ゴ
と
、
焼
米
な
ど
が
あ
り
、
倉
庫
を
有
す
る
御
田
が

想
定
で
き
、
御
馬
司
も
存
在
し
、
長
屋
王
家
に
関
わ
る
か
な
り
規
模
の
大
き
な

施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
供
養
分
米
を
七
月
十
四

日
に
進
め
て
い
る
の
は
、
持
統
十
年

盆
ハ
九
一０
七
月
十
日
に
没
し
た
長
屋
王
の

父
高
市
皇
子
の
孟
蘭
盆
の
た
め
で
あ
り
、
木
上
が
長
屋
王
家
に
と
っ
て
は
、
高

市
皇
子
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ

（５
）

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

片
岡
司
か
ら
の
進
上
物
は
蓮
葉
、
青
（カ
ブ
・こ
、
奴
奈
波
（ジ
ェ
ン
サ
イ
）、
ア

ザ
ミ
、
フ
キ
、
桃

（，
し
な
ど
疏
菜
樹
果
に
限
ら
れ
て
い
る
。　
ま
た
蓮
葉
、
奴

奈
波
を
進
上
す
る
こ
と
か
ら
、
池
沼
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て

「御
薗
作

人
」
の
功
料
が
請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
片
岡
司
は

「御
菌
」
で
あ
り
、

そ
の
耕
作
に
農
民
が
雇
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
持
人
と
か
持
丁
と
か
呼
ば
れ
る
身

分
の
人
々
の
存
在
が
わ
か
る
。

一
一　
木
上
の
位
置
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
木
上
司
の
所
在
地
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』

中
の
明
日
香
皇
女
及
び



高
市
皇
子
に
対
す
る
柿
本
人
麻
呂
の
挽
歌
な
ど
０
一十
一
九
六
を
二
〇
二
、
〓
エ
ー

〓
〓
三
四
ぞ
三
一≡
一一〇

に
み
え
る
木
竜
獲
宮

・
木
砲
之
宮

・
城
上
歿
官

・
木
上

官

・
城
於
道

。
城
上
宮

（地
名
は
い
ず
れ
も
キ
ノ
ヘ
と
派
単

以
下
、
こ
の
歿
官
の
表

記
を
出
来
る
だ
け
木
上
療
宮
に
統
一
す
る
が
、
論
述
の
過
程
で
特
に
意
味
を
も
た
せ
る
場

合
は
にヽ
の
限
り
で
な
い
）
の
位
置
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

ｎヽノ。従
来
の
通
説
は
、
『和
名
抄
』

に
み
え
る
大
和
国
広
頼
郡
の
城
戸
郷
の
城
戸

を
キ
ノ
ヘ
と
読
み
、
『
延
喜
式
』
巻
二
十
二

（諸
陵
寮
）
に
、
高
市
皇
子
の
三
立

岡
墓
が

「在
大
和
国
広
瀬
郡
、
兆
域
東
西
六
町
、
南
北
四
町
、
無
守
戸
」
と
記

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
瀬
郡
内
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
通
説
に
対
し
て
和
田
率
氏
は
明
日
香
皇
女
の

「木
胞
の
歿

官
」
の
挽
歌
で
、
柿
本
人
床
呂
は
男
日
呑
皇
女
の
名
に
ち
な
む
明
日
香
川
を
歌

い
、
ま
た
、
短
歌
二
首
で
も
同
様
で
あ
り
、　
こ
れ
は
、

「木
胞
の
噴
宮
」
の
位

置
が
飛
鳥
川
に
近
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
し
、
木
上
は
明
日
香
村
大
学

飛
蔦
小
学
木
部
で
あ
る
と
の
見
解
を
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
和
田
説
の
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
市
皇
子
の
葬
列
が
、
皇
子
が
日
常
起
居
し
て
い

た
埴
安
の
御
門
の
原
に
あ
る
呑
具
山
官
を
出
て
、
百
済
の
原
を
経
な
が
ら
木
上

噴
官
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
藤
原
官
跡
内
に
東
西
二
町
に
わ
た
っ
て

小
学
東
百
済

。
百
済

・
西
百
済
の
地
名
が
あ
り
、
そ
の
付
近
を
百
済
川
と
い
う

小
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（８
）

こ
の
和
田
説
が
有
力
な
学
説
と
し
て
定
着
し
た
か
に
思
え
た
の
で
あ
る
が
、

近
時
、
相
次
い
で
反
論
が
提
出
さ
れ
た
。

ま
ず
、
平
林
章
仁
熙
が
和
田
説
の
論
点
を
詳
細
に
批
判
さ
れ
た
結
果
、
百
済

の
原
の
地
は
広
瀬
郡
の
百
済
で
よ
く
、
木
上
の
歿
官
の
位
置
は
現
百
済
寺
の
北

な
い
し
は
そ
の
周
辺
に
比
定
し
得
る
と
す
れ
ば
、
高
市
皇
子
の
三
立
岡
墓

（広

陵
町
一垂
こ
と
も
近
く
、
柿
本
人
麻
呂
の
挽
歌
も
無
理
な
く
理
解
で
き
る
も
の
と

考
え
る
、
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
敏
達
天
皇
の
百
済
大
井
官

へ
の
遷
官
か
ら

発
し
て
、
同
天
皇
系
王
統
の
広
瀬
郡
進
出
と
い
う
壮
大
な
テ
ー
マ
の
展
開
の
中

で
の
精
緻
な
論
述
で
、
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
説
得
的
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
最
近
、
福
原
栄
太
郎
節
〆
長
屋
王
家
の
形
成
に
関
連
し
て
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
も

一
節
を
設
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
ま
ず
列

記
し
た
い
。

①
長
屋
王
家
木
簡
の
一
つ
に
、
「符
召
医
許
母
央
進
出
急
々
」
と
あ
る

「許

母
」
は

『
続
日
本
紀
』
（以
下
、
特
に
出
典
を
示
さ
な
い
場
合
は

『続
日
本
紀
』
を
示

す
）
養
老
五
年

（七
二
ご

正
月
甲
戊
条
で

「医
術
」
の
師
範
に
堪
え
る
人
物
と

し
て
賞
賜
を
加
え
ら
れ
た
太
羊
甲
詐
母
、
神
亀
元
年

（七
一一四
）
五
月
辛
未
条
で
、

城
上
連
を
賜
っ
た
正
六
位
下
の
肝
巨
茂
、
『武
智
麻
呂
伝
』
で
方
士

（医
家
）
の

一
人
と
し
て
、
名
の
見
え
る
城
上
連
真
立
と
同

一
人
物
で
あ
り
、
城
上
連
の
賜

姓
は

『
和
名
抄
』
に
み
え
る
大
和
国
広
瀬
郡
城
戸
郷
（現
、
北
葛
城
郡
広
陵
町
）
に

比
定
さ
れ
る
こ
と
。

（ｎ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（‐２
）

②
木
上
獲
官
の
位
置
は
、
平
林
章
仁
説
、
す
な
わ
ち

「大
和
国
弘
福
寺
牒
」

「
大
和
弘
福
寺
牒
箱
一
な
ど
に

「木
戸
池
内
」
と
し
て
広
瀬
郡
二
十

一
条
五

・

木 上 と 片 岡
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第
１
図
　
「木
上
と
片
岡
」
関
係
図

D 百清寺
E I口逮名「Ⅲべ」

(A)(B)についでは第四
=参
照。



木 上 と 片 岡

六
里
及
び
二
十
二
条
四
里
が
あ
げ
ら
れ

（第
１
図
０
地
区
）、　
現
広
陵
町
大
塚

。

新
田
付
近
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
や

『
百
済
荘
差
剛
」
に
広
瀬
郡
十
九
条
二
里
二

十

一
坪
、
二
十
八
坪
の
坪
固
有
名
が
そ
れ
ぞ
れ

「木

へ
」
「木

へ
田
」
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
百
済
寺
の
北
な
い
し
そ
の
周
辺

（第
１
図
）
に
比
定
で
き
る
、

と
の
説
を
採
る
。

③
高
市
皇
子
が
居
住
し
て
い
た
埴
安
の
御
門
の
原
に
建
つ

「香
来
山
之
官
」

は
、
香
具
山
の
西
麓
に
あ

っ
た
が
、
挽
歌
に
い
う
葬
列
は
、
そ
こ
か
ら

「百
済

之
原
」
を
経
て
、

「木
上
宮
」
に
向
か
う
と
詠
み
、
あ
る
い
は

「城
於
道
」
よ

り

「
石
村
」
（磐
余
）
を
見
な
が
ら
通
過
し
て
葬
り
奉
れ
ば
と
し
て
お
り
、
磐
余

の
地
を
香
具
山
の
北
麓
、
橿
原
市
池
尻
町
か
ら
桜
井
市
池
之
内
に
か
け
て
の
か

つ
て
の
磐
余
池
付
近
と
す
れ
ば
、
葬
列
は
北
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
が
、

木
上
を
明
日
香
村
の
木
部
と
す
る
と
、
南
に
向
か
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
石
村
を
見

な
が
ら
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

福
原
説
は
税
略
右
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

こ
こ
で
、
私
見
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
明
日
呑
皇
女
の

「木
亀
の
噴
官
」
の
挽

歌
は
、
実
際
に
歌
全
体
が
飛
鳥
の
地
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
人
麻
呂
の
献

呈
に
か
か
る
高
市
皇
子
の
挽
歌
と
は
別
の
趣
が
あ
る
。
ま
た
こ
と
き
ら
に
木
甦

と
難
字
を
用
い
て
い
る
た
め
、
木
上
や
城
上
と
は
異
な
っ
た
療
官
の
地
を
表
し

て
い
る
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
断
案
と
す
る

だ
け
の
国
語
学
的
能
力
を
持
ち
合
わ
さ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
人
麻
呂
が
あ
く

ま
で
明
日
呑
皇
女
の
名
に
こ
だ
わ
っ
て
歌
い
上
げ
た
表
現
に
す
ぎ
な
い
と
解
し

て
お
く
。

つ
ぎ
に
、
現
在
藤
原
宮
跡
内
に
東
西
二
町
に
わ
た
っ
て
小
字
東
百
済

・
百
済

。
西
百
済
の
地
名
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
説

へ
の
最
も
素
朴
な
疑
間
と
し
て
、

高
市
皇
子
は
持
統
十
年

全
ハ
九
一◇
七
月
に
没
し
て
い
る
が
、
も
し
葬
列
が
飛
濤

の
木
部

へ
南
下
し
た
と
す
る
と
、
建
都
二
年
後
の
藤
原
京
内
を
通
過
す
る
こ
と

に
な
り
、
条
坊
制
の
土
地
区
画
を
も
ち
、
都
市
的
様
相
を
示
し
て
い
る
そ
の
通

過
地
点
を

「百
済
の
原
」
と
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歌
の
叙

情
的
表
現
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
が
、
現
実
に
宮
城
が
設
営
占
地
し
て
い
る

一
帯
を
あ
え
て

「百
済
の
原
」
と
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
う
か
。

ま
た
葬
列
が

「百
済
の
原
」
を
通
り
な
が
ら
中
ツ
道
を
南
下
し
、
天
の
香
具

山
の
頂
上
付
近
を
通
過
し
た
と
の
考
添
下
成
り
立
つ
ま
い
。
こ
の
山
の
神
聖
疇
）

か
ら
禁
忌
に
ふ
れ
、
通
過
は
有
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

『
大
安
寺
伽

藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』

に

「於
百
済
川
側
子
部
社
　
切
排
而
院
寺
家
建
九

重
塔
」
と
あ
り
、
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年

（八
八
〇
）
十
月
十
日
条
に
も

「子
部
大
神
在
寺
近
側
。
合
怨
属
焼
堂
塔
」
と
あ
る
百
済
川
を
現
在
の
曽
我
川

と
し
、
子
部
社
を
橿
原
市
大
字
飯
高
に
あ
る
子
部
神
社
と
す
れ
ば
、
百
済
寺
と

も
指
呼
の
間
で
あ
る
（こ
の
点
に
関
し
て
も
和
田
説
に
対
す
る
平
林
氏
の
反
論
が
詳
細

で
あ
る
）。
し
た
が
っ
て

「百
済
の
原
」
は
史
料
的
に
も
古
く
遡
れ
る
広
頼
郡
の

百
済
と
み
な
す
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

「百
済
の
原
」
の
地
を
右
の
よ
う
に
断
じ
る
と
、
木
上
療
官
の
位
置
は
前
述

の

「木
戸
池
内
」
を
中
心
と
す
る
地
域
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。



す
な
わ
ち
平
林
氏
は

「木

へ
」

「木

へ
田
」
の
地
、
す
な
わ
ち
現
在
の
小
字
名

が

「久
郡
垣
内
」

「久
部
田
」
と
し
て
残
存
し
て
い
術
ざ
済
寺
の
北
辺
り
と
解

さ
れ
る
が
、

「百
済
の
原
」

を
過
ぎ
て
と
い
う
挽
歌
の
内
容
を
考
慮
す
れ
ば
若

干
疑
間
が
あ
り
、
も
う
少
し
西
寄
り
の

「木
戸
池
内
」
あ
た
り
と
理
解
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

（第
１
図
①
の
位
置
）。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
広
陵
町
三
吉
の
旧
斉
音
寺
の
集
落
に
あ
る
紀
三

上
神
社
は
紀
之
上
神
社
の
こ
と
と
す
る
考
え
も
あ
崎
）
さ
ら
に
同
町
大
塚
の
式

内
於
神
社
を

「城
宮
」
と
も
称
す
る
こ
と
か
ら
、
当
地
を
城
戸

（城
於
）
と
す

（‐９
）

る
説
も
あ
る
。
木
上
の
地

（後
の
『
和
名
抄
』
に
で
つ
城
戸
郷
）
は
広
頼
郡
の
南
部

の
馬
見
丘
陵
南
端
部
と
そ
の
丘
麓
寄
り
に
南
北
に
広
が

っ
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か

（「木
戸
池
内
」
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
も
後
述
す
る
）
。

（２。
）

な
お
並
河
永
の

『
大
和
志
』
が
、
広
瀬
郡
の

「郷
名
」
項
で
い
城
戸
に
つ
い

て

「
己
廃
存
河
合
村
」
と
し
、
「村
里
」
項
で
河
合
を

「属
邑
三
其

一
日
城
古
」

と
あ
る
の
を
受
け
て
、
従
来
、
城
戸
郷
を
城
古

（現
河
合
町
川
合
）
に
当
て
る
こ

（愛
）

と
が
多
い
が
、

そ
の
非
な
る
こ
と
は
、
『東
大
寺
文
書
』
の
小
東
庄
関
係
史
料

に
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
城
古
は
広
瀬
郡
十
二
条

一
里

。
二
里
に
あ
た
る
が
、

「広
瀬
郡
下
倉
郷
十
二
条
二
里
七
坪

（四
至
崎
ま

と
見
え
、
城
戸
郷
で
は
な
く

て
下
倉
郷
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

城
古
説
が
過
ち
の
素
因
は

『
大
和
志
』
広
頑
郡

「山
川
」
の
項
に
、
城
上
岡

は

「在
大
塚
村
」
、
百
済
原
は

「百
済
村
」
と
し
、
「倶
有
古
歌
」
と
あ
る
の
を

看
過
し
て
き
た
か
、
軽
視
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

『
大
和
志
』

の
城
上
岡
は
木
上
噴
官
を
考
慮
し
た
も
の
で
、
「陵
墓
」

の
項

で
は
高
市
皇
子
の
三
立
岡
墓
を

「大
垣
内
村
三
立
山
墓
畔
小
家
三
」
と
す
る
。

そ
の
伝
承
地
は
、
大
塚
の
集
落
の
西
北
約

一
血
、
大
垣
内
の
集
落
か
ら
は
約
五

Ｏ
Ｏ
ｍ
西
の
現
、
見
立
出
公
園
で
あ
る
。
濱
官
と
葬
地
と
は
別
で
あ
り
、
獲
宮

が
営
ま
れ
た
地
点
の
奥
地
の
丘
陵
部
の
一
画
に
墓
地
が
設
け
ら
れ
た
と
解
し
得

る
の
で
あ
る
。

城
上
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
武
烈
天
皇
三
年
十

一
月
条
に
、
「詔
大
伴

室
屋
大
連
、
発
信
濃
国
男
丁
、
作
城
像
於
水
派
邑
。
力
国
城
上
也
。
」
と
い
う

地
名
起
源
伝
承
が
あ
り
、　
こ
の
水
派
邑
に
営
ま
れ
た
水
派
官

（用
明
二
年
四
月

紀
）
に
居
た
敏
達
天
皇
の
皇
子
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
墓
と
伝
え
る
牧
野
古
墳

も
見
立
山
公
園
の
西
北
約

一
血
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
福
原
説
の
①
に
示
し
た
神
亀
元
年
五
月
辛
未
条
の
氏
姓
の
賜
与
で
、

注
意
を
払
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
城
上
連
を
賜

っ

た
岬
巨
茂
を
含
め
て
渡
来
系
二
十
二
氏
に
対
す
る
連
姓
を
主
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
う
ち
与
え
ら
れ
た
氏
の
名
が
居
地
に
因
む
か
と
さ
れ
る
城
上
連
、

香
出
連
、
殖
槻
連
の
ほ
か
、
国
看
連
が
高
市
皇
子

へ
の
挽
歌

翁
万
葉
集
』
二
十

一
九
九
、
三
二
十
三
一≡
一四
）
の
語
旬
に
み
え
る
が
、　
さ
ら
に
御
立
連
の
御
立
が

皇
子
の
葬
地
、
難
波
連
の
難
波
に
長
屋
王
の
子
安
宿
王
の
家
地
な
ど
が
あ

っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
右
の
各
氏

へ
の
賜
姓
は
高
市
皇
子
も
し
く
は
長
屋
王
と

た
だ
な
ら
ぬ
関
係
に
あ

っ
た
人
々
へ
の
賜
姓
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ

（２３
）

呟
や
。



〓
一　
片
岡
の
範
囲
と
片
岡
庄

片
岡
司
の
片
岡
が
葛
下
郡
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
片
岡
尼
寺
跡
（現
、
香
芝

市
尼
寺
二
丁
目
の
般
若
院
と
そ
の
付
近
）
の
出
土
瓦
と
長
屋
王
邸
の
出
土
瓦
の
う
ち
、

型
式
が

一
致
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と

（六
一一七
一一Ｂ
型
苅
ゃ
か
ら
認
め
て
よ
か
ろ

ｎゝノ。片
岡
の
地
が
広
域
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
、
片
岡
王
寺

・
式
内
片
岡
神
社

（現
、
王
寺
町
本
町
一一丁
目
）
及
び
、
そ
の
比
定
に
若
千
問
題
を
残
し
て
は
い
る

が
、
『
延
喜
諸
陵
寮
式
』
に
記
す
孝
霊
天
皇
片
丘
馬
坂
陵

（王
寺
町
本
町
三
丁
目
）、

顕
宗
天
皇
傍
丘
磐
杯
丘
南
陵

（香
芝
市
今
泉
）、
武
烈
天
皇
傍
丘
磐
杯
北
陵

（香
芝

市
北
今
市
）、
茅
淳
王
片
岡
葦
田
墓

（王
寺
町
本
町
四
丁
目
に
声
田
池
、
ま
た
上
牧
町

に
大
字
上
牧
小
字
芦
田
が
あ
る
）
な
ど
が
散
在
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。　
片
岡
と

呼
ば
れ
た
地
嚇
ド
西
は
葛
下
川
の
西
岸
か
ら
東
は
広
瀬
郡
に
属
す
る
佐
味
田
川

ま
で
の
馬
見
丘
陵
全
体
を
も
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

寛
弘
三
年

（
一
〇
〇
一０

の

「弘
福
寺
牒
」
や
延
久
二
年

（
一
〇
七
〇
）
の

「興

福
寺
雑
役
免
坪
付
膊
叶
の
中
に
、
こ
の
地
域
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
大
和
の

大
規
模
主
要
条
里
と
は
異
な
る
真
野
条

（五
ど
八
里
）、
墓
門
条

（四
―
一ハ
里
）
と

い
う
特
殊
条
里
の
記
載
が
存
在
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
田
村
吉
溺

。）
秋
山
日
出
雄
両
節
下
に
先
駆
的
考
察
が
あ
る

が
、
近
年
こ
の
地
域
に
関
わ
る
文
献
史
料
と
地
名
と
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
木

村
芳

一
氏
の
研
究
成
踊
ド
よ
る
の
が
至
当
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
真
野
条
は
佐
味
田
川
の
流
域
に
、
墓
門
条
は
滝
川
（秋
山
説
の

上
牧
川
）
流
域
に
と
、
秋
山
説
と
は
逆
の
比
定
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
里

は
北
か
ら
数
え
る
が
坪
付
け
は
西
北
隅
を

一
の
坪
と
し
東
行
し
て
折
り
返
す
千

蔦
式
で
あ
る
。

史
料
に
よ
れ
ば
、
墓
門
条
は
葛
下
郡
に
な
っ
て
い
る
が
、
真
野
条
は

「弘
福

寺
牒
」
に
は
広
瀬
郡
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

「興
福
寺
雑
役
免
坪
付
帳
」
や

他
の

「西
大
寺
田
園
目
録
」
に
は
再
下
郡
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
混

乱
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、
広
瀬
郡
に
近
い
と
こ
ろ
に
真
野
条
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た

「弘
福
寺
牒
」
に
記
さ
れ
た
成
相
里

・
池
上
里

・
池
尻
田

・
池
上
田
な
ど
の
地
名
か
ら
想
定
さ
れ
る
地
形
と
、
佐
味
田
川
流
域

の
地
形
が

一
致
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
真
野
条
佐
味
田
説
の
依
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
比
定
に
従

っ
て
、

「興
福
寺
雑
役
免
坪
付
帳
」

の
葛
下
郡
片
岡
庄
に
か

か
る
興
福
寺
領
の
田
地
記
載
の
あ
る
坪
を
地
図
に
落
と
す
と
、
片
岡
庄
は
正
し

く
先
に
み
た
木
上
の
地
に
隣
接
し
、
高
市
皇
子
の
基
地
伝
承
地
で
あ
る
三
立
岡

を
包
含
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る

（第
１
図
真
野
条
五
ぞ
七
里
）。

ま
た

「
弘
福
寺
牒
」
に
瓦
山

一
処
の
四
至
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
東

は

「従
御
立
路
至
坂
合
郡

（部
力
）
岡
」
と
あ
り
、　
こ
の
御
立
路
は
正
し
く
三

立
岡
に
通
じ
る
道
で
あ
ろ
う

（右
に
見
た
片
岡
庄
の
南
方
に
香
芝
市
瓦
口
の
集
落
が

あ
る
の
も
、
克
山
口
の
転
訛
で
あ
ろ
う
）。

木 上 と 片 岡
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そ
し
て

「興
福
寺
雑
役
免
坪
付
帳
」
に
よ
れ
ば
、
片
岡
庄
の
田
畠
十
七
町

一

段
三
百
針
歩
は
興
福
寺
の
本
願
田
と
あ
り
、
そ
れ
を
信
ず
れ
ば
藤
原
不
比
等
の

施
入
田
で
あ
る
。
何
時
の
施
入
か
は
定
か
で
な
い
が
、
藤
原
氏
と
重
要
な
関
わ

り
を
も
っ
て
い
た
地
域
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

長
屋
王
家
は
こ
の
地
域
に
接
し
て
、
父
高
市
皇
子
か
ら
の
伝
領
地
で
あ
る
木

上
司
を
大
規
模
な
御
田
と
し
て
経
営
し
て
お
り
、
ま
た
同
じ
片
岡
の
地
に
片
岡

司
な
る
御
薗
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
藤
原
氏
と
の
間
に
微
妙
な
事
態
が
生

じ
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

な
お
片
岡
庄
域
に
取
り
囲
ま
れ
る
よ
う
に
三
立
岡
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
高

市
皇
子
の
没
時
、
す
な
わ
ち
持
統
十
年

全
ハ
九
一◆
七
月
十
日
の
直
後
に
い
藤
原

不
比
等
の
支
配
管
理
下
に
あ
る
土
地
の
近
く
に
墓
地
の
占
定
が
な
さ
れ
た
の
か
、

あ
る
い
は
神
亀
六
年

（七
二
九
と

一月
の
長
屋
王
の
変
の
後
、
藤
原
氏
も
し
く
は

興
福
寺
が
三
立
岡
を
庄
地
で
取
り
囲
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
興
味
深
い
問
題

で
あ
る
が
、
解
明
の
方
法
は
な
い
。
お
そ
ら
く
後
者
の
方
が
穏
当
な
考
え
方
で

あ
ろ
う
。

ま
た
片
岡
御
菌
が
木
上
御
田
に
接
し
て
あ

っ
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、
長
屋

王
の
没
後
、
片
岡
御
薗
そ
の
も
の
も
、
藤
原
氏
の
支
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

片
岡
庄
の

一
部
と
な

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
面
、
長
屋
王
邸
出
土
瓦
と

同
型
瓦
の
出
土
を
見
る
片
岡
尼
寺
の
付
近
を
片
岡
御
菌
の
故
地
と
考
え
る
と
少

し
距
離
が
あ
り
、
こ
の
見
解
は
御
菌
の
散
在
性
を
考
慮
し
た
場
合
に
限
り
首
肯

で
き
よ
う
。

四
　
弘
福
寺
領

「
木
戸
池
内
」
と
法
隆
寺
領
本
部
庄

右
に
述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
上
と
片
岡
が
比
較
的
近
接
し
て
い
る

こ
と
は
認
め
得
る
か
と
思
う
。
そ
し
て
藤
原
氏
の
勢
力
が
及
ぶ
地
域
と
も
接
し

て
お
り
、
木
上
司
と
片
岡
司
の
存
在
基
盤
そ
の
も
の
が
微
妙
な
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
司
の
う
ち
、
片
岡
司
の
終
焉
に
つ
い
て
は

推
し
量
る
術
が
な
い
が
、
木
上
御
田
の
そ
の
後
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

私
見
で
は
木
上
御
田
の
す
べ
て
か
、
そ
の
一
部
か
は
不
明
な
が
ら
、
木
上
司

を
含
む
木
上
の
地
は
、
弘
福
寺
領

「木
戸
池
内
」
と
法
隆
寺
領
木
部
庄
に
そ
の

地
名
を
と
ど
め
た
と
考
え
た
い
。

ま
ず
弘
福
寺
領

「木
戸
池
内
」
に
つ
い
て
は
、
前
に
し
ば
し
ば
言
及
し
た
が
、

こ
こ
に

「木
戸
池
内
」
を
そ
の
一
部
と
す
る
広
瀬
庄
の
成
立
に
関
す
る
井
上
寛

司
氏
の
研
究
を
紹
介
し
た
い
。
広
頼
庄
の
初
見
史
料
は
和
鋼
二
年

（七
〇
九
）
の

「弘
福
寺
田
畠
流
記
帳
叶
で
、
こ
こ
で
は
寺
領
の
所
在
が

「大
豆
村
」
と
記
さ

れ
、
す
で
に
二
〇
町
余
の
寺
領
が
あ
り
、
次
に
寛
弘
三
年

（
一
〇
〇
一◇

。
長
和

二
年

（
一
〇
〓
こ

。
永
承
五
年

（
一
〇
五
〇
）
。
延
久
四
年

（
一
〇
七
一じ

の
四
通

の
免
除
領
田
史
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
広
瀬
庄
成
立
期
の
寺
領
は
第
１
図
の

い
地
区
に
十
九
町
余
な
い
し
二

一
町
余
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
天
平
二
十
年

（七
四
八
）
の

「弘
福
寺
三
綱
腫
叶
で
は
ヽ
広
瀬
郡
の
水
陸
田
庄

家
瓦
山
等
を
詳
細
に
注
記
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
天
平
六
年
に
天
智
天
皇
の
皇
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女
水
主
内
親
王
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

和
銅
二
年
文
書
等
に
記
さ
れ
た
田
畠
お
よ
び
庄
家
以
外
の
寺
領
、
す
な
わ
ち
０

地
区
の
水
陸
田
と
瓦
山

一
処
と
に
限
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
①
地
区
が
寛
弘
三
年
の

「弘
福
寺
牒
」

な
ど
平
安
期
の
文
書
で
は
、

「木
戸
池
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
銅
二
年
の
段
階
で
は
所
在
せ

ず
、
天
平
六
年
の
段
階
で
寄
進
さ
れ
た
と
き
、
木
上
池
内
と
呼
ば
れ
て
い
た
と

の
可
能
性
を
考
え
る
の
は
恣
意
的
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
水
主
内
親
王
が
果
し

て
ど
の
様
な
手
段
で
、
い
か
な
る
性
格
の
土
地
を
買
得
寄
進
し
た
か
は
明
か
で

な
い
。

つ
ぎ
に

『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
十
五
に

「
一　
法
隆
寺
末
寺
末
庄
等
郭
」
と

し
て
十
八
箇
所
を
掲
げ
、
大
和
国
内
の
荘
園
と
し
て
七
箇
所
あ
げ
て
い
る
中
に

本
部
庄
の
記
載
が
あ
る
。
他
の
諸
庄
の
う
ち
、
葛
木
庄

（御
所
市
森
脇
）
。
佐
保

田
庄

（奈
良
市
法
連
佐
保
田
町
）
を
除
け
ば
、　
神
南
庄

（斑
鳩
町
神
南
）
。
椎
木
庄

（大
和
郡
山
市
椎
木
町
）
。
結
崎
庄
（川
西
町
結
崎
）
・
横
田
庄
（大
和
郡
山
市
発
志
院
町
）

唯

羮

鞘

評

舞

鮨
舞

舞

。

一峨］廟【ウ数』纂乳叶様ウ潮脚攀
「示れ中へこ『〕噌渤韓蜘吟脚闘噂

賜
る。龍
縛
耳
感瑠
祭
聯
蔵
蜂と浮
噸苓様牽受
雛

ったものと考えたい。

残
念
な
が
ら
木
部
庄
の
詳
細
は
不
明
で
あ
続
．
し
か
し
法
隆
寺
の
荘
園
の
中

に
佐
保
田
庄
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
佐
保
田
は
佐
保

の
地
で
あ
り
、
長
屋
王
の
作
宝
楼
が
あ
り
、
木
簡
に
も

「佐
保
」
が
見
え
、
御

薗
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
佐
保
も
木
上
も
長
屋
王
の
変
の
後
、　
一

旦
は
没
官
地
と
な
り
、
い
つ
か
の
時
点
で
、
そ
の
す
べ
て
か

一
部
か
は
判
ら
な

い
が
、
法
隆
寺
に
施
入
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
推
古
十
四
年
紀
に
は

「是
歳
冬
、
於
倭
国
、
作
高
市
池

・

藤
原
池

二
届
岡
池

。
菅
原
池
。」
と
あ
る
の
に
対
し
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
下
巻

に
は
是
歳
秋
九
月
、
太
子
が

「衆
生
之
命
、
事
擦
水
田
、
水
田
之
本
、
在
於
池

陵
、
（中
略
）
望
命
諸
国
興
民
築
池
」
と
奏
し
た
た
め
、
天
皇
が
冬
十
月
に
諸
国

に
池
を
作
ら
せ
た
と
い
う
。
倭
国
で
は
、
右
の
四
つ
の
池
に
三
立
池

・
山
田
池

。
鎌
池
が
加
わ
っ
て
い
続
一
三
立
池
が
三
立
岡
の
周
辺
の
池
を
指
す
と
す
れ
ば
、

法
隆
寺
の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
木
上
が
木
部
と
表
記
さ
れ
る
な
ら
、
片
岡
司
の
進
上
木
簡
に
、
持

丁
木
部
足
人
、
木
部
百
嶋
ら
の
名
前
が
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

奈
良
時
代
の
音
韻
の
上
か
ら
は
、
問
題
の
生
じ
る
余
地
が
あ
る
満
）
片
岡
に
木

部
と
い
う
ウ
ヂ
ま
た
は
ウ
ヂ
＋
部
を
名
乗
る
人
物
が
居
た
事
実
と
、
平
安
時
代

以
降
、
木
上
な
ど
の
表
記
が
木
部
と
か
わ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ

玄υ
。こ

こ
で
木
部
足
人
ら
の
木
部
が
そ
の
ま
ま
居
地
に
ち
な
む
ウ
ヂ
な
の
か
、
ま

た
は
ウ
ヂ
＋
部
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず
後
者
の
場
合
、
考
え



ら
れ
る
の
は
紀
臣
の
部
民
と
す
る
考
え
方
で
あ
術
．
紀
部

・
木
部

・
城
部
の
人

名
の
分
布
は
、
出
背

・
河
内

・
美
濃

・
武
蔵

・
下
野

・
出
雲

・
周
防

。
阿
波
に

見
ら
続
）
大
和
に
あ

っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
こ
と
に
隣
郡
で
あ
る
平
群
郡

に
式
内
紀
氏
神
社
が
あ
り
、
紀
臣
の
本
拠
地
と
の
有
力
な
蕩
〆
あ
る
か
ら
で
あ

玄や
。次

に
奈
良
時
代
に
あ

っ
て
も
、
時
と
し
て
木
上
が
木
部
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
地
名
を
も
っ
て
ウ
ヂ
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
そ
う
と
し
た
場
合
、
足
人
ら
は
木
上
か
ら
片
岡
司

へ
出
向
い
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
近
隣
の
御
田
の
間
に
同

一
人
物
が
関
係

す
る
例
と
し
て
は
、
耳
成
御
田
と
矢
口
司
と
両
機
関
の
進
上
状
の
署
名
者
と
し

て
、
太
津
鳴
の
名
が
見
え
る
が
、
し
か
し
持
丁
と
い
う
身
分
の
足
人
ら
と
、
署

名
者
太
津
嶋
と
は

一
律
に
扱
え
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
い
ず
れ
と
も
に
わ
か
に

決
し
難
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

結

び

高
市
皇
子
の
木
上

（城
上
）
官
は
そ
の
没
後
、　
長
屋
王
の
御
田
と
し
て
の
木

上
司
に
伝
領
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
挽
歌
に
み
え
る

「百
済
の
原
」
は
広

瀬
郡
の
百
済
、
木
上
は
高
市
皇
子
墓
の
伝
承
地
で
あ
る
三
立
岡
の
東
方
な
ら
び

に
南
方

一
帯
、
す
な
わ
ち
馬
見
丘
陵
の
南
部
と
そ
の
丘
麓
部
に
広
が
る
の
ち
の

「城
戸
郷
」
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
御
薗
で
あ
る
片
岡
司
と
は
近
接
し
て
お
り
、

藤
原
氏
の
関
係
す
る
土
地
と
も
接
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
長
屋
王
の
死
後
、

そ
の
父
の
遺
領
を
継
承
し
た
木
上
司
を
含
む
木
上
の
御
田
は
弘
福
寺
や
法
隆
寺

の
寺
領
と
な

っ
た
と
推
定
し
た
。
片
岡
御
薗
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
定
か
で
な

い
が
、
木
上
御
田
と
近
接
し
て
い
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、
興
福
寺
領
と
な

っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
叙
述
し
た
。

推
論
を
重
ね
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
古
代
律
令
制
の
枠
の
中
に
あ

っ
て
、
こ

う
し
た
皇
子
の
官
の
伝
領
と
貴
族
の
所
領
地
の
大
寺
の
寺
領

へ
の
転
換
と
い
う

土
地
の
継
承
の
あ
り
か
た
が
、
初
期
荘
園
の
成
立
と
の
関
わ
り
も
あ

っ
て
関
心

を
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

註（１
）

渡
辺
晃
宏

「
長
屋
王
家
の
経
済
基
盤
」

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
平
城

京
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
一
年
）

角
林
文
雄

「
長
屋
王
家
政
経
済
関
係
木
簡
考
証
」
翁
統
日
本
紀
研
究
』
二
七
七

一
九
九
一
年
）

福
原
栄
太
郎

「
長
屋
三
家
形
成
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
（同
右
）

（２
）

家
政
機
関
の
本
主
す
な
わ
ち
所
有
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
等
閑
視
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
小
論
で
は
財
政
的
に
不
可
分
な
関
係
に

あ
っ
た
と
す
る
渡
辺
氏
の
指
摘

（註

（１
）
論
考
）
の
と
お
り
、
総
括
的
な
意
味

で
長
屋
三
家
と
し
て
論
を
進
め
た
い
。

な
お
右
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
考
に
、
平
石
充

「『
長
屋
王
家
木
簡
』

に
み
え
る
家
政
機
関
―
研
究
動
向
を
中
心
に
―
」
翁
史
学
研
究
集
録
』

一
七
　
一

九
九
二
年
）
が
あ
る
。

（３
）

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一
・
二
三
に
記
載
さ
、れ
た
も
の
で
、

同
概
報
二
五
に
お
い
て
訂
正
さ
れ
た
分
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。



木 上 と 片 岡

（４
）

森
公
章

「
長
屋
王
邸
宅
の
住
人
と
家
政
機
関
」

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
平
城
京
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九

一
年
）

（５
）

福
原
栄
太
郎
　
註

（１
）
論
文

（６
）

渡
瀬
昌
忠

「
万
葉
療
官
考
―
城
上
の
宮

。
序
説
―
」
翁
万
葉

。
そ
の
後
』
塙
書

一房
　
一
九
八
〇
年
）

（
７
）

和
田
率

「
療
の
基
礎
的
考
察
」

翁
史
林
』

五
二
十
五
　
一
九
六
九
年
、
後
に

『
論
集
　
終
末
期
古
墳
』
塙
書
房
　
一
九
七
三
年
に
収
録
）

同

「
百
済
宮
再
考
」
翁
明
日
香
風
』

一
二
　
一
九
八
四
年
）

な
お
、
和
田
氏
も
触
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
木
上
の
大
字
飛
鳥
木
部
説
を
最

初
に
提
起
し
た
の
は
、
折
口
信
夫

『
万
葉
集
辞
典
』
盆

九

一
九
年
）
で
あ
ろ
う
。

（８
）

『
万
葉
集
』
の
注
釈
書
に
、
和
田
説
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
渡

瀬
昌
忠

「
巻
二
　
一
九
九
ぞ
二
〇

一
」

令
注
釈
万
葉
集

〈
選
送

有
斐
閣
新
書

一
九
七
八
年
）。

（９
）

平
林
章
仁

「敏
達
天
皇
系
王
統
の
広
瀬
郡
進
出
に
つ
い
て
」

翁
日
本
書
紀
研

究
』

一
四
　
一
九
八
七
年
）

（１０
）

福
原
栄
太
郎
　
註

（
１
）
論
文

（１１
）

平
林
章
仁
　
註

（９
）
論
文

（・２
）
　

「
大
和
国
弘
福
寺
牒
」
翁
平
安
遺
文
』
四
四
四
）

（・３
）
　

「
大
和
弘
福
寺
牒
案
」
翁
平
安
遺
文
』
四
七
三
）

（・４
）

室
町
期
頃
の
作
成

（『
日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
上
、
所
収
）

（・５
）

渡
瀬
昌
忠
　
註

（８
）
論
考

（・６
）

直
木
孝
次
郎

「
磐
余
と
天
香
具
山
」

翁
奈
良
』
岩
波
新
書
　
一
九
七

一
年
）
、

他
に
真
弓
常
忠

『
天
香
山
と
畝
火
山
』
（学
生
社
　
一
九
七

一
年
）
な
ど
。

（・７
）

木
村
芳

一
「
奈
良
盆
地
条
里
の
復
原
史
料

（広
瀬
郡
と

（『奈
良
県
史
４
　
条

里
制
』
名
著
出
版
　
一
九
八
七
年
　
五
九
九
頁
）

（・８
）

池
田
源
太

「
成
相
墓

・
三
立
墓

。
牧
野
墓
な
ど
」

翁
広
陵
町
史
』

一
九
六
五

年
）

（・９
）

池
田
末
則

「
平
安
朝
時
代
の
郷
名
」
翁
河
合
町
史
』
　

一
九
八

一
年
）

（２０
）

並
河
永

『
日
本
輿
地
通
志
』
大
和
之
五

（
一
七
三
四
年
）

（２．
）

例
え
ば
、
池
田
末
則

「
平
安
朝
時
代
の
郷
名
」
翁
河
合
町
史
』

一
九
八

一
年
）

は
、
城
戸
郷
に
つ
い
て
広
陵
町
説
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
結
論
は
河
合
町
城

古
を
と
る
。　
そ
の
他

『
奈
良
県
の
地
名
』

（日
本
歴
史
地
名
大
系
３〇
　
一
九
八

一

年
）
四
三
頁
も
同
様
で
あ
る
。

（２２
）
　

『
平
安
遺
文
』

一
四
六
〇

（２３
）

香
山
連
を
賜
っ
た
苅
氏
は
百
済
貴
族
の
出
身
で
あ
る
。
香
具
山
の
近
辺
に
百
済

の
地
名
が
古
代
に
あ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
挽
歌
に
詠
ま
れ
た

「
百

済
の
原
」
は
香
具
山
宮
よ
り
磐
余
を
見
つ
つ
通
る
の
で
あ
る
か
ら
、
香
具
山
よ
り

余
程
北
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

難
波
に
安
宿
王
の
家
地
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
大
日
本
古
文
書
』

（編
年
）

四
卜
四
四
八
ど
四
四
九
頁
。

（２４
）

小
林
謙

一
「
長
屋
王
邸
宅
の
屋
根
瓦
」

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
平
城

京
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九

一
年
）

（２５
）

『
奈
良
県
の
地
名
』

（日
本
歴
史
地
名
大
系
３〇
　
一
九
八

一
年
）
の

「
馬
見
丘

陵
」

「
片
岡
」
の
項
、
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
２９
　
奈
良
県
』
盆

九
九
〇
年
）

の

「
馬
見
丘
陵
」
「
片
岡
」
の
項
。

（２６
）
　

『
平
安
遺
文
』
四
四
四

（２７
）
　

『
平
安
遺
文
』
四
六
四
〇

（２８
）

田
村
吉
永

「
片
岡
条
里
に
就
い
て
」
翁
大
和
志
』

四
十
九
　
一
九
三
七
年
）
、

「
王
寺
付
近
の
条
里
」
翁
大
和
王
寺
文
化
史
論
』

一
九
三
七
年
）

（２９
）

秋
山
日
出
雄
「
大
和
国
条
里
推
定
復
原
図
」
翁
図
説
日
本
文
化
史
大
系
』
三
　
一

九
五
六
年
）
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
編

『
大
和
国
条
里
復
原
図
』
盆

九
八

一
年
）

（３０
）

木
村
芳

一
「真
野

・
墓
門
の
条
里
に
つ
い
て
ス
『上
牧
町
史
』

一
九
七
七
年
）
、

「真
野

・
墓
門
の
条
里
に
つ
い
て
」
Ｇ
奈
良
県
史
４
　
条
里
制
』
　
名
著
出
版

一
九
八
七
年
）
、
な
お
墓
門
条
の
里
を
示
す
数
は
私
見
に
依
っ
た
所
が
あ
る
。
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奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
編

『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
全

九
五
五
年
）
所
収

井
上
寛
司

「
弘
福
寺
領
大
和
国
広
瀬
庄
に
つ
い
て
」

（赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記

念

『
国
史
論
集
』
　

一
九
七
三
年
）

『
大
日
本
古
文
書
』
（編
年
）
七
十

一

ヽ

『
大
日
本
古
文
書
』
（編
年
）
三
十
四

一

法
隆
寺
編

『
法
隆
寺
蔵
尊
英
本
　
太
子
伝
玉
林
抄
』
中
巻

（苦
川
弘
文
館
　
一

九
七
八
年
）
四
九
二
頁
。

清
水
正
健

『
荘
園
志
料
』

一
九
二
三
年

朝
倉
弘

『
奈
良
県
史
１０
　
荘
園
』
（名
著
出
版
　
一
九
八
四
年
）

た
だ
し
法
隆
寺
蔵
の
近
世
文
書
の
中
に
、
左
記
の
文
書
が
存
在
す
る
。

「
大
塚
村
名
寄
帳
」
　
　
　
　
　
　
甲
六
函
　
一
八
八
号
ｔ

一
八
九
号

「
大
塚
平
尾
安
部
池
尻
年
貢
帳
」
　
甲
六
函
　
一
一〇
三
号
ｔ
二
〇
四
号

「広
瀬
郡
安
部
村
大
垣
内
村
宗
旨
帳
目
録
れ
」
　

乙
五
函
　
一
一七
六
号

あ
る
い
は
こ
の
地
域
と
法
隆
寺
の
結
び
付
き
の
深
さ
を
示
唆
し
て
い
よ
う
か
。

『
続
群
書
類
従
』
八
伝
部

（続
群
書
類
従
完
成
会
）
二
四
頁
。

木
臨
の

「
竜
」
は
中
西
進
編

『
万
葉
集
事
典
』

（講
談
社
文
庫
）

一
〇
〇
頁
で

は
訓
仮
名

「
へ
」
乙
類
、
木
部
の

「
部
」
は
同
書
九
九
頁
で
は
訓
仮
名

「
へ
」
甲

類
で
あ
る
。

（４．
）

太
田
亮

『
新
編
姓
氏
家
系
辞
善
』
。　
た
だ
し
木
部
が
紀
臣
の
部
民
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
語
る
徴
証
は
な
い
。
他
に
渡
来
系
の
木
勝

・
木
国
佐

翁
新
撰
姓
氏
録
し

や
木
満
致

（応
神
紀
）
。
木
ヂ
貴

（欽
明
紀
）
な
ど
の
ウ
ジ
と
の
関
係
も
懸
念
さ
れ

る
が
、
検
討
材
料
を
持
ち
合
わ
き
な
い
。

（
４２
）

太
田
亮

『
新
編
姓
氏
家
系
辞
書
』
及
び

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
よ
る
。

（４３
）

津
田
左
右
吉

『
日
本
古
典
の
研
究
』

（下
）

一
一
一
１

一
一
二
頁
。

な
お
紀
氏

の
性
格
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
中
村
修
也

「
紀
氏
の
性
格
に
関

す
る

一
考
察
」

翁
地
方
史
研
究
』
二
一
〇
　
一
九
八
七
年
）
、

栄
原
永
遠
男

「紀

氏
再
考
」
翁
和
歌
山
県
史
研
究
』

一
五
　
一
九
八
八
年
）
、
菌
田
香
融

「
大
和
政

権
と
古
代
の
和
歌
山
」
翁
和
歌
山
市
史
』

一
　

一
九
九

一
年
）
。

付
記
　
小
論
は
本
年
二
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
お
け

る
長
屋
王
家
木
簡
検
討
会
で
、
そ
の
概
略
を
日
頭
発
表
し
た
。
席
上
、
直
木
孝
次
郎

・

狩
野
久

・
東
野
治
之

・
舘
野
和
己
の
諸
氏
か
ら
有
益
な
ご
意
見
を
頂
き
、
現
地
視
察
に

も
上
記
の
諸
氏
に
加
え
て
寺
崎
保
広
氏
に
ご
同
行
頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。
た
だ
、
そ
の
際
の
ご
功
言
を
十
分
生
か
し
切
れ
な
い
ま
ま
、
研
究
史
的

素
描
の
形
に
纏
め
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
ご
寛
恕
願
う
次
第
で
あ
る
。

ま
た
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
梶
木
良
夫
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
た
い
。
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